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jtlJs=:ff環境を考える⑤ [アユが跳ねる清流《肱JlI}を守るために]

肱川漁協では、毎年肱川|水系で稚アユの放流を実施しており、今年も本流と7つの支流で約41万匹の稚アユが

放流されました。4月14日に如法寺河原で行われた放流では、肱南保育所の子どもたちもお手伝い。バケツから

勢いよく泳ぎ出す稚アユを「大きくなって帰ってきてねJI元気でね」と大きな声で見送っていました。
アユは清流に住む魚。たくさんのアユが跳ねる肱川は、私たちの誇りです。しかし、その肱川にも近年、家庭

排水による悪影響力t現れています。

今一度、あなたの流す水を見直してみましょう。肱川の清い流れを守るために/

今月号のみどころ

06月は環境月間...・H ・.....・H ・.....・H ・..p2 

0市県民税の一部が改正されました…P3 

0 水道週間 6 月 1 日 ~7 日

五郎水源地給水開始………...・H ・..p4 

0児童手当の現況届は6月中に………P5 

0ジ、ユニアトライアスロン大会

出場者募集中/…...・H ・..…………P6 

今月の納税は

市県民税 1期

納期は 6月30日です

市民の動き

平成11年4月30日現在

人 口 39，326人 (十98)

男 18，766人 (+61) 

女 20，560人 ( +37) 

世帯数 14，328世帯 (十106)

面 積 240.99平方キロメートル



6月号広報ああず '99

ごみを『捨てる』祉会かsr生かす』祉会ヘ
環境のために考えよう6月は環境月間
私たちにできること今、5月30日--6月5日ごみ減量化推進週間

買
い
物
を
し
た
と
き
、
既
に
ご
み

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
も
の

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
や

買
い
物
を
し
た
と
き
の
包
装
な
ど
。

買
い
物
を
す
る
と
き
は
、
そ
う
い

う
ご
み
の
こ
と
を
意
識
し
、
次
の
よ

う
な
行
動
を
通
し
て
、
ご
み
の
減
量

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

-
買
い
物
袋
を
持
参
し
て
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
断
り

ま
す
。

A

マ
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
過
剰
包
装
は
断

り
ま
す
0

.
本
を
買
っ
た
と
き
に
は
、
紙
の
ブ
ッ

ク
カ
バ
ー
を
断
り
ま
す
。

-
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー
は
、
詰
め
替

え
用
を
利
用
し
ま
す
。

A

マ
紙
コ
ッ
プ
や
割
り
ば
し
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
フ
ォ
ー
ク
、
ス
プ
ー
ン

な
ど
使
い
捨
て
の
食
器
は
で
き
る

だ
け
使
い
ま
せ
ん
0

.
野
菜
や
果
物
な
ど
は
パ
ラ
売
り
や

盛
り
売
り
の
も
の
を
選
ぴ
、
ト
レ

イ
に
の
っ
た
も
の
を
避
け
ま
す
。

古
紙
を
利
用
し
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
紙
は
、
新
聞
・
雑
誌
や
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
、

コ
ピ
l
用
紙
な
ど
の
「
紙
」
と
段
ボ
ー

ル
な
ど
の
「
板
紙
」
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
こ
の
う
ち
古
紙
利
用
率
が
高
い

の
は
「
板
紙
」
で
「
紙
」
の
利
用
率

は
却
%
に
も
な
り
ま
せ
ん
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
輪
を
つ
な
げ
る
た

め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
も
っ
と
古

紙
利
用
製
品
を
選
ん
で
使
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

古
紙
を
再
生
利
用
し
た
製
品
の
多

く
に
「
グ
リ
ー
ン
マ

l
ク
」
が
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
マ

l
ク
は
、

古
紙
を
有
効
に
利
用
し
て
森
林
を
守

り
、
み
ど
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
は
ぐ

く
む
た
め
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク
で
す
。

紙
製
品
を
買
う
と
き
に
は
、
「
グ

リ
ー
ン
マ

1
ク
」
を
目
印
に
選
び
ま

し
ょ
、
っ
。

-ペットボトル以外のものは絶対に混ぜない

♂也

乙J
PET 

リサイクルできる PE Tボトルの種類です
l 炭酸飲料、果汁飲料、ウーロン茶、紅
茶、コーヒー、スポーツドリンク、ミ
ネラルウォーター、日本茶、麦茶など
の容器

焼酎、本みりん、洋酒、清酒、などの容器

しょうゆの容器

ベットボトル委員紙古

リサイクルできるPETボトjレには、ラベル部分

やボ卜jしの底にこのマつがついています。

.紙の種類ごとにきちんと分別を

リサイクルできる紙は、新聞、雑誌、段ボール、牛乳パッ

クなどに限られます。

種類ごとに分けたら、ひもでしっかりと十字にしばって

出しましょう。

用

酒類用

しょうゆ用

料飲

選欝

2 

ー
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず

し
て
く
だ
さ
い
o

hω 
や

新聞

.窓の付いた封筒・ビ二 jレコー

ト紙.紙コップなどのワックス加

工紙・油紙・写真・合成紙.防水

加工紙.感熱発泡紙・感熱紙・裏

カーボン紙・ノーカーボン紙など

雑誌

-混ぜないでください

段ボール牛乳パック
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市
県
民
税
の
ー一一一一_.‘

六
月
は
、
市
民
税

・
県
民
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
月
で
す
。

本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
地
方
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ、

市
民
税

・
県
民
税
に
つ
い
て
も
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た。

{
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
}

一
定
率
に
よ
る
税
額
控
除

平
成
十

一
年
度
分
以
後
の
個
人
市

県
民
税
所
得
割
か
ら
定
率
に
よ
る
税

額
控
除
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
定
率
に

よ
る
税
額
控
除
の
額
は
、
個
人
市
県

民
税
所
得
割
額
の
十
五
%
(
四
万
円

を
限
度
)
で
す
。
特
別
徴
収
の
場
合

は
、
定
率
に
よ
る
税
額
控
除
後
の
額

を
、
六
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
十

二
回
に
分
け
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な

り
、
普
通
徴
収
の
場
合
は
、
定
率
に

よ
る
税
額
控
除
後
の
額
を
四
回
の
納

期
に
分
け
て
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

二
最
高
税
率
の
引
き
下
げ

個
人
市
民
税
所
得
割
の
最
高
税
率

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま 四 特定扶養控除 改 三
しそ き特 、正特 除
たれ上別特 額の引き上け さ定 額特
。ぞ げ障別 I I Iれ扶 の定
れ 害障 |改正前 I41万円 |ま養 引墾
次 者害 | | |し控 き置
の の者 ' ー .た除上親
よ 割控 + 。額 げ族
う 増除 I I が に
に 控額 |改正後 I43万円 | 次 係
改 除及 | 1 ._. -'" 1 

正 額び E よ 扶
さ の同 う 聾
れ 引居 に 控

特別障害者控除額友び同居特別
障害者の割増控除額の引き上げ

項 目 |改正前

特 別 障害者控除額I28万円
同居特別障害者の割増控除額I21万円
ι 

項 目

特別障害者控除 額

同居特別障害者の割増控除額

五
所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
引

き
上
げ

所
得
割
の
非
課
税
限
度
額
が
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

所得割の非課税限度額

の引き上げ

改正前

35万円×家族数135万円×家族数
十加算額30万円1+加算額31万円

改 正 後

※加算額は、扶養家族を有する場合

にのみ加算

六
土
地
・
住
宅
税
制
の
見
直
し

付

長
期
所
有
土
地
等

(
五
年
超
)

の
譲
渡
に
係
る
特
例
の
見
直
し

平
成
十
一
年
一
月

一
日
か
ら
平
成

十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

に
長
期
所
有
の
土
地
等
を
譲
渡
し
た

場
合
の
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
下
表

の
と
お
り
課
税
す
る
特
例
措
置
が
構

ぜ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同

居
住
用
財
産
の
買
換
え
の
場
合

の
譲
渡
損
失
の
繰
越
控
除
制
度
の

創
設
平
成
十
一
年
一
月

一
日
か
ら
平
成

十
二
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

の
一
定
の
居
住
用
財
産
の
譲
渡
に
つ

い
て
、
所
有
期
間
五
年
超
の
居
住
用

財
産
の
譲
渡
を
し
て
居
住
用
財
産
に

買
換
え
た
場
合
に
お
い
て
譲
渡
損
失

県民税

100分の2.0

100分の2.0

長期譲渡所得に対する税率の引き下げ

(改正前)

空空| 市民税

100分の4.0

100分の5.5

県民税

100分の2.0

後)

市民税

100分の4.0

正(改

第

m回
臨
時
市
議
会

四
月
二
十
六
日
、
大
洲
市
議
会
臨

時
会
が
聞
か
れ
、
次
の
二
議
案
が
審

議
の
上
、
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
o

v平
成
十

一
年
度
大
洲
市

一
般
会
計

補
正
予
算
(
第
一

号
)

V
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
並
び

に
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

父の自に親子で田植えをしてみませんか?
『田植え体験J参加者募集 《一般参加大歓迎》
主 催 大洲市青年農業者協議会

日 時 平成11年 6 月 20日(日受付 13: 30~

場 所 オズグリーン裏の水田

申込先農林課農政係 E⑪2111(内線362)

申込期限 6月10日(木)
・参加費 500円 (保険料など)

3 
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一滴の水からつくろう
新たな時代

1日"'7日水道週間
この機会に、改めて私たちの暮らしに欠かすことの

できない水の大切さを見直しましょう。

力
を
も
っ
大
洲
市
最
大
の
施
設
と
な

り
ま
す
。

今
ま
で
大
洲
拠
点
地
区
、
五
郎
及

び
阿
蔵
地
区
は
、
市
木
配
水
池
か
ら

の
給
水
で
ま
か
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

大
洲
拠
点
地
区
の
給
水
量
が
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
将
来
の
安
定
給
水

に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

今
後
は
、
市
木
配
水
池
か
ら
の
給
水

区
域
を
市
木
・
東
大
洲
地
区
と
し
、

五
郎
・
阿
蔵
・
西
大
洲
・
平
野
地
区

に
は
五
郎
水
源
か
ら
給
水
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
市
木
配
水
池
か

ら
の
給
水
量
が
不
足
す
る
と
い
う
心

配
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
若

宮
地
区
に
つ
い
て
も
順
次
五
郎
水
源

よ
り
給
水
を
行
う
予
定
で
す
。

平
成
九
年
七
月
よ
り
事
業
を
開
始

し
、
工
事
を
進
め
て
い
た
五
郎
水
源

地
及
び
配
水
池
が
、
平
成
十

一
年
三

月
完
成
し
、
五
月
か
ら
給
水
を
開
始

し
ま
し
た
。

五
郎
水
源
地
は
、
六
九
O
o
d
/

日
の
取
水
能
力
が
あ
り
、
五
郎
地
区

の
景
観
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
付
近

に
騒
音
の
な
い
新
し
い
タ
イ
プ
の
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
五
郎
配
水
池
の
貯
水
能
力

は
二
四
九
o
d
。
配
水
管
災
害
時
の

急
激
な
浄
水
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
緊

急
遮
断
弁
を
設
け
る
な
ど
二
次
災
害

の
防
止
に
も
配
慮
し
た
施
設
で
す
。

な
お
平
成
十
二
年
度
に
は
、
も
う
一

基
増
設
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
が

完
成
す
れ
ば
四
九
八
o
d
の
貯
水
能

企五郎配水池

水道の工事は指定工事業者ヘ
水道は、安全な水を供給するため法律によって

厳しく管理されています。

告家庭で、水道の新設 ・改造・修理 ・撤去など

の工事を行うときは、必す、市の指定給水装置工事

事業者(指定工事業者)へ依頼してください。

市内の指定給水装置工事業者一覧表

節水H

五郎配水池 五郎水源地

敷地面積 8，186m' 敷地面積 2，772m' 
バルブ室( 41.0m') 1棟 取水ポンプ室(70.6ば) H東
配水池 (2，490.0m') 1池 電気室 (221.2m' ) H東

i争 7}く池 (175.5m') 2池
(平成12年度増設予定) 取水ポンプ ( 18.5KW) 3台

送水ポンプ ( 55.0KW) 4台
滅菌設備 1式
テレメーター設備 1式

企五郎水源池

概要の設施

業 者 名 所在地 電話

情)アサノ設備 北只 24-0783 

淳山水道工事庖 田口 24-2583 

情)いの水道設備 田口 24-2216 

伊 予 屋 住 言受 大洲 24-2541 

惰)内田電気水道設備 徳森 25-2858 

大 塚 鉄 工 所 新谷 25-0300 

岡福水道工事庖 田口 24-3656 

情)オクダ設備 新谷 25-4107 

情)神田鉄工所 東大別| 24-4122 

神 南 設 備 菅田 25-4684 

情潟地浄化槽センター 五郎 25-2745 

城 戸 電 業 社 徳森 25-2944 

久 保 鉄 工 所 八多喜 26-0537 

佐 藤 水 道 E 中村 24-4410 
上 甲 建 さ百き又凡 (掛 官田 24-5914 
〉Jg宅'" 田 商 庖 新谷 25-0901 

中 央 建 設 (株) 柚木 24-3556 

(掛 土居鉄工所 東大別| 24-4519 
徳 木フ忙木 言受 備 徳森 25-4023 

情)南予水道住設 東大別¥1 25-1350 
(株) 西 田 興 産 徳森 25-0211 
西 田 水 道 居 八多喜 26-0265 

情)星加水道設備 八多喜 26-0020 

松 浦 建 E量 (欄 菅田 25-5335 
情) 丸 直司言Zミ 工 業 若宮 24-5351 
情) 原 吾百又九 備 大別| 24-3783 

(株)四電工大別|営業所 北只 24-4595 

大洲市管工事協同組合 大別|23-3398 
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※水道に関するお問い合せは、水道課まで0

ft@2111 (内線601)またはft@3753(直通)
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は
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児

現
在
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
六
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
ま

た
は
各
連
絡
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

し

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年

の
所
得
状
況
や
六
月
一
日
現
在
で
の

養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め

に
、
毎
年
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
期
限
内
に
現
況
届
を

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
引
き
続
い

て
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
分

以
後
の
手
当
の
支
払
い
が
停
止
さ
れ

ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、

六
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

六
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
書
類
が
届
か

な
い
場
合
に
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
の
児
童
手
当
の
受
給
要
件
は

地
域
保
育
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
と

し
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
制
度
化
さ

れ
、
実
施
し
て
い
る
一
時
保
育
事
業

を
今
年
も
大
洲
乳
児
保
育
所
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
保
護
者
の
労
働

・

職
業
訓
練
・
就
業
な
ど
の
た
め
に
、

原
則
と
し
て
、
平
均
週
三
日
を
限
度

と
し
て
継
続
的
に
家
庭
保
育
に
支
障

が
生
じ
た
場
合
、
一
日
を
単
位
と
し

て
、
大
洲
乳
児
保
育
所
で
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
保
護
者
の
傷
病
・
災

害
・
出
産
な
ど
の
社
会
的
に
や
む
を

得
な
い
事
由
に
よ
り
緊
急
・
一
時
的

に
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
場
合
に
も

次
の
と
お
り
で
す
。
要
件
に
該
当
す

る
人
で
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
し
て

い
な
い
人
は
、
社
会
福
祉
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

《
受
給
要
件
》

O
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の

人
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
、
勤
務
先
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
課
庶
務
係
ま
で
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
8
1
)

預
か
っ
て
保
育
し
て
い
ま
す
。

O
対
象
児
童

0
歳
児
童
か
ら

就
学
前
児
童

O
保
育
時
間
八
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で

平
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
十
八
時

ま
で
、
土
曜
日
は
七
時
三
十
分
か
ら

十
七
時
ま
で
延
長
保
育
も
可
能
で
す
。

O
利
用
料

一
人
に
つ
き
一
日
千
円

利
用
し
た
い
人
は
、
大
洲
乳
児
保

育
所
(
宮
@
4
4
1
8
)
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
加
入
の
皆
さ
ん

人
間
ド
ッ
ク
を
と
う
そ

大
洲
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
が
人
間
ド

ッ
ク
を

受
診
す
る
と
き
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
疾
病
の
未
然

防
止
及
び
早
期
発
見
に
よ
る
重
症
化

を
防
ぐ
た
め
で
す
。
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
た
め
に
、
ぜ
ひ
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
受
診
で
き
る
人
}

'v大
洲
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
V
平
成
十
一
年
四
月
一
日
現
在
で
、

満
三
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の

人
(
た
だ
し
、
既
に
老
人
医
療
受

給
権
者
に
な
っ
て
い
る
人
は
除
く
)

V
前
年
度
中
に
病
院
な
ど
で
入
院
治

療
を
受
け
て
な
い
人

V
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て
い

る
世
帯
の
人

【
定
員
】
百
八
十
人
程
度

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
抽
選
結
果
は
、
七
月
上
旬

に
郵
便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

{
受
診
期
間
}

平
成
十
一
年
七
月
六
日
か
ら
平
成

十
二
年
二
月
二
十
九
日
ま
で

{
申
込
受
付
期
間
}

六
月
二
日
j
六
月
二
十
五
日

{
持
参
品
}
保
険
証
、
印
鑑

{
場
所
}
保
険
環
境
課
国
保
係

E
@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
5
)

な
お
、
受
診
結
果
を
今
後
の
健
康

指
導
の
資
料
と
す
る
た
め
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

受
診
が
決
定
す
る
と
、
市
役
所
か

ら
「
受
診
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
受

診
日
時
は
、
直
接
医
療
機
関
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

[受診できる医療機関](順不同)

医療機関名 電話番号 実施曜日 婦人科検診

市立大洲病院 24-2151 月~金 当院内

喜多医師会病院 25-0535 月~金 院舛

大洲中央病院 24-4551 月-木~日 当院内

加戸病院 24-5101 月~金 院外

大洲記念病院 25-2022 月~金 院外

※祝日は受診でき ません。

[受診費用]

国保 受診者

性別 受診費用 負担額 負担額
( 8割) ( 2割)

男性 46，000円 36，800円 9，200円

女性 49，000円 39，200円 9，800円|

5 
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第
五
回

大
淵
多
ュ
ニ
?
ト
一
マ
イ
?
ス
ロ
〉
大
会

こ
の
大
会
に
は
、
初
心
者
の
人
で
も
気
軽
に
参
加
が
で
き
ま
す
。

特
に
今
回
は
、

3
人
1
組
で
リ
レ
ー
を
す
る
小
学
生
部
門
の
「
駅

伝
」
と
「
高
校
生
部
門
」
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ム
で
は

歩
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
バ
イ
ク
は
通
学
用
自
転
車
で

O
K
、

自
転
車
の
貸
出
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
結

構
で
す
の
で
、
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

出
場
者
募
集
中
f

{
開
催
日
】

平
成
日
年
8
月
8
日
間

{
開
催
場
所
}

肱
川

・
肱
川
緑
地
公
園
・
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド

{
競
技
内
容
}

V
小
学
生
部
門
・
駅
伝
部
門

ス
イ
ム

l
o
o
m
-
バ
イ
ク
6
M
・

ラ
ン
2
凶

V
中
学
生
部
門
・
高
校
生
部
門

ス
イ
ム

2
0
0
m
・
バ
イ
ク

m
h

.
ラ
ン

4
回

{
競
技
種
目
}

V
小
学
生
部
門

4
i
6
年
生
各
男
子
・
女
子
の
部

駅
伝
の
部
(
男
女
・
学
年
混
合
可
)

V
中
学
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

V
高
校
生
部
門

男
子
・
女
子
の
部

【
定
員
】
1
5
0
名
(
各
部
門
の
合
計
)

【
参
加
費
}

1
0
0
0
円

(
駅
伝
は

1
チ
l
ム

3
0
0
0
円
)

【
申
し
込
み
・
受
付
期
間
}

6
月
1
日
か
ら

7
月
刊
日
ま
で

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
教
育
委
員
会
内
ジ
ュ
ニ

ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
事
務
局

大
洲
市
大
洲
6
9
0
番
地
の
1

宮

@
2
1
1
1

(内
線
5
5
2
・
5
5
3
)

一

介
護
保
険

時

シ
リ
ー
ズ

事

介
護
保
険
は
、
生
ま
れ
た
と
き
か

申
ら
全
て
の
人
が
加
入
す
る
健
康
保
険

串
と
は
異
な
り
、
四
十
歳
以
上
の
人
が

E

加
入
す
る
も
の
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
利

時
用
や
保
険
料
の
支
払
い
も
、
四
十
歳

時
以
上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

時

と
こ
ろ
で
、
病
気
や
け
が
を
し
た

謁
と
き
は
、
あ
る
程
度
必
要
な
治
療
が

謁
判
断
で
き
ま
す
が
、
介
護
が
必
要
に

詰
な
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
介
護

員
を
ど
れ
く
ら
い
要
す
る
か
、
専
門
家

阜
で
も
簡
単
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
手

民
助
け
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
誰
で

告
も
よ
り
楽
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

告
す
が
、
本
人
が
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス

由
を
自
由
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

唱
と
、
途
方
も
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

串
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

品

そ
こ
で
、
介
護
保
険
制
度
に
は
一

時
定
の
条
件
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ

語
れ
を
満
た
す
人
が
、
決
め
ら
れ
た
手

話
続
き
に
従
わ
な
け
れ
ば
、
サ
ー
ビ
ス

語
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

語
ま
す
。

担

そ
の
条
件
は
、
四
十
歳
か
ら
六
十

自
四
歳
ま
で
の
人
と
六
十
五
歳
以
上
の

岳
人
に
分
け
て
、
異
な
っ
た
取
り
決
め

民
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

民

【
四
十
歳

i
六
十
四
歳
ま
で
の
人
】

軍
加
齢
に
よ
る
病
気
(
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
l

奇
病
な
ど
に
よ
る
初
老
期
の
痴
呆
、
脳

明
血
管
疾
患
、
パ

l
キ
ン
ソ
ン
病
、
糖

唱
尿
病
に
よ
る
神
経
障
害
な
ど
の
十
五

甲
種
類
)
な
ど
が
原
因
で
、
要
介
護
状

時
態
や
要
支
援
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ

No，2 

6 

利
用
す
る
た
め
に
は
川

一

と
O

B

【
六
十
五
歳
以
上
の
人
】

串

原
因
に
か
か
わ
ら
ず
要
介
護
状
態
二

や
要
支
援
状
態
で
あ
る
こ
と
。

串

※
要
介
護
状
態
と
は

「常
に
介
護
を
ム

必
要
と
す
る
状
態
』
の
こ
と
、
要
支

串

援
状
態
と
は

「日
常
生
活
に
支
援
が
ム

必
要
な
状
態
』
の
こ
と
。

開

こ
う
し
た
条
件
に
該
当
す
る
人
が
一

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
斗

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
実
際
関

に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
市
役
註

所
で
申
請
手
続
き
を
行
い
、
所
定
の
一

専
門
機
関
で
介
護
の
必
要
性
を
認
定

註

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。民

こ
の
所
定
の
専
門
機
関
を

「
介
護
認
担

定
審
査
会
」
と
い
い
ま
す
。
介
護
認

申

定
審
査
会
は
、
保
健
・
福
祉
・
医
療

唱

の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
る
合
議
制
の
一

機
関
で
す
。
た
だ
し
、
介
護
認
定
審
時

査
会
の
委
員
が
、
直
接
調
査
す
る
こ
二

と
は
不
可
能
で
す
か
ら
、
申
請
し
た
二

人
の
身
体
の
状
態
は
、
別
の
人
が
調
与

査
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

語

次
回
は
、
こ
の
申
請
か
ら
認
定
ま
よ

で
の
具
体
的
な
流
れ
を
お
知
ら
せ
し
一

ま
す
。

語
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男性を対象に、

下記のとおり、料

理教室を実施しま

す。共働きの人、

お気軽にご参加くださ単身赴任の人、

Uミ。

象】 市内の男性

(年齢は間いません)

【実施場所】 中央公民館料理実習室

[募集人員]30名(先着順)
[募集期限] 6月30日 (水)
【参加費】 l回につき1，000円程度
※5回程度を実施予定。
実施日は直接ご連絡します。

【対

《問い合わせ・申し込み先》

中央公民館 ft24-3161 

銃砲刀剣類

登録の
お知らせ

績も

銃
砲
万
剣
類
の
登
録
鑑
定
を
次
の

と
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
と

な
る
銃
砲
万
剣
類
を
発
見
し
た
と
き

は
、
す
み
や
か
に
万
剣
類
発
見
屈
を

発
見
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生

活
安
全
課
に
提
出
し
、
刀
剣
類
発
見

届
出
済
証
の
交
付
を
受
け
た
後
、
発

見
者
(
所
有
者
)
自
身
が
銃
砲
万
剣

類
を
持
参
し
、
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

{日
時
】

毎
月
第
3
水
曜
日
(
祝
日
の
場
合

は
翌
日
)

・
刀
剣
類
午
後
1
時
j
午
後
4
時

・
銃
砲
類
午
後
3
時
j
午
後
4
時

【場
所
}

愛
媛
県
立
図
書
館
2
階
視
聴
覚
ホ
ー

ル
(
松
山
市
堀
之
内
)

{持
参
す
る
も
の
】

V
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
・
当
該
銃

砲
刀
剣
類

・
印
鑑

・
身
分
証
明
書

(
運
転
免
許
証
、
健
康
保
健
証
な

ど
)
・
手
数
料
一
件
に
つ
き
六
二

0
0
円

(
登
録
証
再
交
付
手
数
料

は
三
四

O
O
円
)

※
銃
砲
万
剣
類
は
発
見
時
の
状
況
の

ま
ま
持
参
の
こ
と
。

{問
い
合
わ
せ
先
}

愛
媛
県
教
育
委
員
会

文
化
財
保
護
課

宮

0
8
9
・
9
3
4
・
3
2
2
9

お
お
ず
し
な
い
し
ょ
う
ち
ゅ
う
が
く
せ
い
こ
う
こ
う
せ
い

休
迎
絹
均
七
小
坤
学
生
、
高
校
生

の
人
権
作
文
擦
を
読
む
と
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
す
。

「
だ
れ
も
か
も

r
uゼ
rd

U
と

み
ん
ほ
持
品
泣
ね
ん
扶
切
法
人
」

ひょに
れ
は
小
学
校
五
年
生
が
作
っ
た

標
語
で
す
。
み
ん
な
み
ん
な
と
い
う

こ
ーと

は

ひ

び

き

一者
葉
mw
響
き
ぜ
ι
こ
ろ
な
く
、
こ
の

汗
の
優
し
い
眼
差
し
加
周
り
の
人
に

注
が
れ
て
い
る
の
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
中
学
一
年
生
の
標
語
に
こ

ん
な
の
が
あ
り
ま
し
た
。

「
守
ろ
う
よ

こ
こ
ろ

じ
犯
ぶ
ん
の
心
あ
の
子
の
川
と
り

自
分
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
一
人

一
人
の
心
が
大
切
に
さ
部
る
祥
校
に

孔
て
い
き
た
い
と
い
う
強
い
願
い
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
ょ
ベ
ゎ
沙
らん
で

い
る
の
で
す
的
。
こ
の
世
で
一
番
大

切
な
も
の
が
何
か
を
。
そ
れ
は
自
分

の
い砕い
し
て
み
ん
な
の
か
け
が
え
の
な

い
命
で
あ
り
心
だ
と
い
う
こ
と
を
。

高
根
生
の
以
雄
作
技
に
は
、
い
じ

め
を
受
け
た
体
験
を
却
は
た
ふ
伊
が

あ
り
ま
む
た
。
そ
の
生
徒
は

「私
は

2

1

1

V

1

 

す
ご
く
鴇
つ
き
ま
し
た
~つ衿
で
も
そ

の
傷
は
消
え
ま
せ
ん
。一

生
消
え
な

金
も

L
Aき
ょ
う

レ
と
思
い
ま
す
。
」
と
今
の
心
境
を

綴

h
Xい
ま
す
。
さ
ら
に
「
い
じ
め

や
差
別
ほ
す
る
人
は
、
人
を
傷
つ
け

る
と
同
時
に
、
自
分
を
も
傷
つ
け
て

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

み
ん
な
み
ん
な

大
切
な
人

NO.248 

人
権
と
同
和
教
育

い
る
の
だ
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自

夢
、
ま
4

F

F

d

急
円

U

分
を
粗
末
に
す
る
人
は
、
人
を
愛
す

る
こ
と
、
人
の
命
を
大
切
に
思
う
こ

と
が
庁
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。」

と
も
書
い
て
い
ま
す
。

こ
め
高
校
生
の
作
吹
か
ら
、
私
た

ち
が
学
ぶ
こ
と
は
、
先
ず
何
は
り
自

分
を
大
切
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

泊
分
を
大
切
に
で
き
な
い
人
が
、
他

人
を
大
切
に
で
き
る
は
ず
が
な
い
か

ら
で
す
。
そ
九
穴
、
人
を
濯
別
し
て

も
、
き
っ
と
相
手
の
心
の
痛
み
が
わ

か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。そんちょうとしせんげん

大
洲
市
伊
「
人
権
尊
重
都
市
宣
一
語
L

で
も

L
E互
炉
の
人
権
を
守
っ
て
明

る
い
社
会
を
築
い
て
い
こ
う
」
と
呼

グ
か
け
て
い
ま
す
。

カ
λ
カ

安

門

:
考
え
て
み
る
と
、

こ
れ
は
当
た
り

1

A

U

 

前
の
こ
見
花
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し

砂
し
、
実
ぷ
に
は
お
互
い
の
火
権
が

i

;

u

z

 

侵
さ
れ
路
事
例
が
ま
だ
ま
だ
見
ら
れ

る
の
が
現
実
付
け
パ
う
い
く
す
す

私
た
ち
は
同
和
教
育
を
さ
ら
に
進

め
る
こ
と
で
、

他
人
の
人
権
を
侵
す

こ
と
も
な
く
、
自
分
の
人
権
が
侵
さ

れ
る
こ
と
も
な
い
、
出
互
中
の
人
権

を
尊
重
し
あ
っ
て
、
共
に
生
き
て
い

く
社
会
を
築
い
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
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6月号広報おおず '99

Eヨ

可

大
洲
市
は

、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年

(
二
O
O
四
)
を
目
指
し
て、

大
洲
城
本
丸
跡
に
、
天
守
閣
と
、

現
存
す
る
台
所

・
高
欄
両
櫓
を
結
ぶ
多
聞
櫓
を
復
元
す
る
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど

を
お
持
ち
の
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い。

ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

に
対
し
て
の
ご
意
見
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち

づ
く
り
対
策
係

宮
@
2
1
1
1
(内
線

2
2
2
)

34 第

第
六
回
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員
会
を
開
催

第
六
回
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員

会
が
、
四
月
二
十
二
日
に
大
洲
市
民

会
館
中
ホ
l
ル
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
復
元
委
員
会
は
、
大
洲
城
天
守

閣
を
史
実
に
基
づ
き
木
造
で
正
確
に

復
元
す
る
た
め
に
平
成
八
年
に
発
足

し
ま
し
た
。

今
回
の
復
元
委
員
会
で
は
、
前
号

で
紹
介
し
た
大
洲
城
本
丸
付
近
の
発

掘
調
査
の
現
地
視
察
を
行
い
、
天
守

閣
の
礎
石
位
置
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
大
洲
城
天
守

・
多
聞

櫓
復
元
工
事
の
基
本
設
計
が
今
年
三

月
に
完
成
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
使

用
木
材
、
募
金
目
標
額
な
ど
に
つ
い

て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

企 第6回大洲城天守閣復元委員会

基
本

設
計
が
完
成

天
守
雛
形
や
絵
図
な
ど
大
洲
城
に

関
す
る
豊
富
な
史
料
を
も
と
に
、
市

で
は
大
洲
城
天
守
・
多
聞
櫓
復
元
工

事
の
基
本
設
計
を
委
託
し
て
い
ま
し

た
が
、

こ
の
た
び
そ
れ
が
完
成
し
ま

し
た
。
(
基
本
設
計
を
も
と
に
し
た

完
成
予
想
図
/
下
)

ま
ず
、
事
務
局
か
ら
復
元
に
使
用

す
る
木
材
は
ヒ
ノ
キ
・
ス
ギ

・
マ
ツ

の
赤
身
部
分
の
み
を
使
用
す
る
こ
と
、

天
守
閣
と
多
聞
櫓
の
建
設
工
期
は
約

二
年
半
で
遅
く
と
も
平
成
十
四
年
四

月
に
は
着
工
し
、
平
成
十
六
年
の
八

月
に
は
完
成
す
る
こ
と
、
そ
し
て
概

算
事
業
費
が
十
三
億
円
に
修
正
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た。

ま
た
、
事
業
費
が
十
三
億
円
に
修

正
さ
れ
た
こ
と
で
、
事
務
局
が
募
金

の
目
標
額
を
五
億
円
に
修
正
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
委
員
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

各
専
門
委
員
会
で
の

活
動
を
検
討

今
回
の
委
員
会
で
は
、
下
部
組
織

で
あ
る
専
門
委
員
会
で
の
検
討
事
項

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

「
保
存
管
理
委
員
会
」
で
は
先
に

8 

V基本設計をもとにした完成予想図
実
施
し
た
樹
木
調
査
(
か
わ
ら
版
第

お

-m-U-m号
参
照
)
を
も
と
に

「樹
木
整
備
計
画
」
を
策
定
し
、
計

画
的
に
伐
採
な
ど
の
整
備
を
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
史
跡
内
の
石
垣
に

関
し
て
も
整
備
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
『
石
垣
整
備
計
画
」
を
策

定
し
、
専
門
的
に
検
討
を
加
え
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す。

「
募
金
委
員
会
」
で
は
、
前
述
し

た
目
標
額
五
億
円
で
の
募
集
方
法
な

ど
を
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

「
建
設
委
員
会
」
、
「
募
金
委
員
会
」

で
は
、
基
本
設
計
で
具
体
的
に
な
っ

た
使
用
木
材
に
つ
い
て
の
調
達
方
法
、

貯
木
・
管
理
方
法
に
つ
い
て
今
後
詳

し
く
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
弘
め
木
材
時
明
一
周
し

た
イ
ベ
ン
ト

(
初
斧
式
、
木
曳
き
式

な
ど
)
の
実
施
に
つ
い
て
も
併
せ
て

検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

こ
れ
ら
の
専
門
委
員
会
は
、
こ
れ

か
ら
順
次
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ
大

洲
城
天
守
閣
復
元
の
具
体
的
・
専
門

的
な
事
業
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。



6月号

⑨桜まつりスポーツ少年団剣道大会

春風の吹く肱川緑地公園で第51固桜まつりスポーツ少年団
剣道大会ガ開かれました。市内のスポーツ少年団力、ら9チー
ムガ参加し、日ごろの練習の成果を競い合いました。

広報ああず '99

愛媛県下春季弓道大会

大洲市総合体育館弓道場において第43回愛媛県下春季弓道大
会ガ開催されました。県内の大学生、社会人らガ参加。張り詰
めた空気か.流れる中、選手たちは次々と的を射ぬいていました。

@ 
長

日i 
A 

あいわ福祉作業所の皆さんが粉せっけんづくりに挑戦しま
した。粉せっけん製造機を使えば廃食油を粉せっけんへとリ
サイクjしできます。粉せっけんづくりに関するお問い合わせ
は保険環境課合24-2111(内線162)まで。

廃食油を粉せっけんに/

，

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
0
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3£‘
 

この春、市内の事業所などに就職した212人の新社会人を激励す
るI新就職者激励金Jガ行われました。126人の出席者を代表して、
宮原航さんと漬田敬子さんが社会人としての決意を述べました。

さ② 思い出を 1本の木に託して

つつじガ見ご、ろとなった冨土山の南側斜面で第5田市民の
森記念植樹ガ・開催されました。今年も誕生や結婚などの慶事
を記念して、 16本のキンモクセイガ.植えられまレた。
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6月号

6月1日，_7日

広報おおず '99

ガけ崩れ防災週間

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

三
月
三
十
一
日
分
ま
で

(敬
称
略
)

金
一
封
(
寄
付
金
)

中

村

(指
定
配
分
)

金
一
封
(
野
田
鶴
寿
会
へ
)

平

野

町

水

岡

良

和

金

一
封
(
た
い
ら
の
文
化
祭
収
益
金

を
平
公
民
館
へ
)
徳
森
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル

ク

ラ

ブ

附

大

久

保

初

恵

「平
成
十
年
四
月

一
日
j

平
成
十

一
年
三
月
三
十
一
日
」

累

計

額

八

八

二
万
三
、
九
八
六
円

内
指
定
配
分
五
六
九
万
四
、
九
九
一
円

あ
た
た
か
い
善
意
を
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

中
野

正
光

お知らせ

「まごころの

おくりものJ
4 

社会福祉協議会

「しあわせ」に

掲載 f

今
月
か
ら
、
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議

会
の
広
報
紙

「し
あ
わ
せ
」
を
毎
月
発

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
皆
さ
ん
か
ら
の
善
意

を
ご
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
し
た
広
報
お

お
ず
の

『ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の
』

は
、
今
月
号
(
平
成
十
年
度
分
報
告
)

を
も
っ
て
終
了
し
、
平
成
十

一
年
四
月

か
ら
の
預
託
者
に
つ
い
て
は
、

「
し
あ

わ
せ
」
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

改
め
ま
し
て
、
皆
様
か
ら
の
あ
た
た

か
い
善
意
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
「
し
あ
わ
せ
」
で
は
、

『ま
ご

こ
ろ
の
お
く
り
も
の
』
を
は
じ
め
、
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
な
ど
身
近
な

情
報
を
満
載
し
て
お
届
け
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

平
成
十
一
年
度

生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

ー
会
員
募
集
|

大
洲
市
立
図
書
館

-
回

5
月
初
日
同

2
回

6
月
お
日
同

3
回

7
月
お
日
同

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一
章
先
生

4
回

8
月
お
日
同

郷
土
の
歴
史
矢
野
玄
道
と
国
事
犯

事
件

講

師

澄

回

恭

一
先
生

5
回

9
月
却
日
制

郷
土
の
歴
史
西
南
騒
擾
事
件

講

師

村

上

恒

夫

先

生

6
回
目
月
初
日
同

読
書
最
近
の
話
題
図
書
か
ら

講

師

楠

崎

倭

子

先

生

7
回

日
月
払
日
同

読

書

歴

史

小

説

を

読

む

講

師

稲

積

御

裏

先

生

8
回

1
月
初
日
嗣

9
回

2
月
お
日
同

日
回

3
月
詑
日
同

古
文
書
解
読
大
洲
藩
君
命
録

講

師

芳

我

一

章

先

生

女
場
所

大
洲
市
立
図
書
館

安
時
間

午
前
9
時
叩
分
j
日
時
加
分

食
会
費

無
料

(
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
図
書
館

へ
宮

@
4
4
1
9
)

館書図

六
月
新
刊
案
内

先
生
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
読
本
冨
永
敦
子
著

子
ど
も
の
心
理
療
法

10 

モ
l
ト
ン
・
チ
ェ
シ
ッ
ク
著

「

悟

性

」

の

時

代

弁

上

憲

一
著

田
中
農
紀
子
は
な
ぜ
人
の
心
を
つ
か
む

の

か

渡

辺

正

次

郎

著

ふ
だ
ん
着
の
ギ
リ
シ
ャ
楠
見
千
鶴
子
著

定
年
で
男
は
終
わ
り
な
の
か
諸
井
薫
著

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

尾
島
俊
雄
・
浜
多
弘
之
著

学

校

崩

壊

河

上

亮

一

著

句
の
素
材
で
ナ
チ
ユ
ラ
ル
・
ダ
イ
エ
ッ
ト

竹
内
冨
貴
子
著

手
作
り
が
楽
し
く
な
る
本
黒
川
裕
二
編

ス
ペ
ー
ス
を
生
か
し
た
草
花
の
ガ

l
デ

ニ
ン
グ

山
口
ま
り
監
修

蘭

の

世

界

田

口

武

雄

編

雅

印

の

た

の

し

み

関

口
研
二
著

高
知
の
海
釣
り
の
す
べ
て
高
知
新
聞
社

上
級
を
目
指
す
鬼
手
上
村
邦
夫
著

茶

の

湯

と

飾

物

堀

内

宗

心

著

極
楽
と
ん
ぼ
の
飛
ん
だ
道
平
岩
弓
枝
著

薬
子
の
京
上
・
下

三
枝
和
子
著

砂

漠

の

喫

茶

庖

森

村

誠

一

著

空

の

穴

イ

ツ

セ

l
尾
形
著

東
京
セ
ブ
ン

ロ
l
ズ

井

上

ひ

さ

し

著

鬼
(
ゴ
ー
ス

ト

)

生

島

治

郎

著

落
日
は
ぬ
ば
た
ま
に
燃
ゆ
黒
岩
重
五
口
著

寂
し
さ
の
極
み
の
地
曽
野
綾
子
著

呂

后

塚

本

青

史

著

家

族

南

木

佳

士

著

御
隠
居
忍
法
鬼
切
丸
高
橋
義
夫
著

ひ
る
の
幻
夜
の
夢
小
池
真
理
子
著

故

園

黄

葉

阿

川
弘
之
著

狐
の
あ
し
あ
と

三
浦
哲
郎
著

ピ
l
タ
1
・
パ
ン
探
し
阪
田
寛
夫
著

フ
ェ
ア
リ
イ

・
ラ
ン
ド

ポ
l
ル
・

J
・
マ
コ

l
リ
イ
著

春
は
八
月
に
来
た

s
・
コ
イ
ヴ
イ
ス
ト
著

郷
愁
の
モ
ロ
ッ
コ

E
・
フ
ロ
イ
ド
著

図

書

館



6月号広報ああず '99

うかい
市民サービスデー
6月6日(日)

大
洲
の

「う
か
い
」
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
年
間
2
万
人
の

お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
う
か
い
登
録
庖
組
合
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
う
か
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
【
日
時
】

6
月
6
日
冊

目
時

i
n
時

(
小
雨
で
も
実
施
、
ダ
ム
放
流
時
の

場
合
は
中
止
)

【
乗
船
場
所
】
う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ

ま
た
は
如
法
寺
河
原

【
利
用
金
額
】

一
人
五
千
円
(
船
代
、
料
理
代
、
酒

ま
た
は
ジ
ュ
ー
ス
一
本
)

【
申
込
要
領
】

V
大
型
船
は
U
H

人
以
上
、
小
型
船
は

所

備

ft25-4684 

ft24-4122 

南

鉄工

さき品

目又

田(有)神

キ申

6月5日出

ネ土業電戸城6月6日(日)

7
人
以
上
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
o

v小
人
数
の
場
合
は
乗
り
合
い
船
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

V
乗
り
合
い
船
は
飲
み
物
の
持
ち
込
み

自
由
で
す
。

※
大
型
船
(
日
人
乗
り

)
5
隻
、
小
型

船
(
叩
人
乗
り
)
的
隻
を
準
備
し
て

い
ま
す
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。

【申
し
込
み
先
】

O
大
洲
市
観
光
協
会
含
@
2
6
6
4

ま
た
は
う
か
い
登
録
庖

O
乗
り
合
い
船
の
申
し
込
み
は
、

研

家

包

@
2
0
2
9

6
月
は

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

近
年
、
就
労
を
目
的
と
し
て
入
国
・

在
留
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
一
般
に
外
国
人
労
働
者
は
、
日
本

語
や
わ
が
国
の
労
働
慣
行
に
習
熟
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
就
労
に
当
た
っ

て
各
種
の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
不
法
就
労
で
あ
る
ケ
l
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
主
の
皆
さ
ん

は
、
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
一
雇
用
・

労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就
労
の
防
止

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

会 25-2944

所

備)南予水道住設

ft25-1350 

所

設備

ft26-0537 

ft24-4519 

ft24-0783 

工

(槻土居鉄工

ノ

鉄

サ

保

ア(有)

久

6月12日出

6月13日(日)

行
政
相
談
委
員
に

政
所
さ
ん
と
辻
さ
ん

当
市
の
行
政
相
談
委
員
に
総
務
庁
長

官
か
ら
次
の
方
が
委
嘱
(
再
任
)
さ
れ

ま
し
た
。
(
委
嘱
期
間
は
平
成
日
年
3

月
紅
白
ま
で
)

V
氏

名

政

所

義

之

住
所
大
洲
市
若
宮
三
番
地
第
三

電

話

宮

@
5
6
6
0

V
氏

名

辻

陽

子

住
所
大
洲
市
大
洲
六
八
八
l
一一
一
一

電
話

包
@
4
2
9
4

行
政
相
談
は
、
毎
月
市
役
所
ま
た
は

市
民
会
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
(
参

照
・
:
広
報
最
終
ペ

l
ジ
相
談
ご
と
案
内
)

行
政
に
関
す
る
こ
と
で
相
談
の
あ
る
人

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

え
ひ
め
地
域
女
性
大
学

八
八
幡
浜
会
場

V
受
講
生
募
集
f

私
た
ち
が
生
活
の
中
で
ふ
つ
う
に
考

え
て
い
る
こ
と
(
例
え
ば
、
介
護
は
女

性
が
向
い
て
い
る
、
町
内
会
長
は
男
性

が
や
る
も
の
)
は
、
本
当
に
ふ
つ
う
の

こ
と
で
し
ょ
う
か
。

庖

情)星 加 水道設備

滝

備

庖

ft24-4410 

ft26-0020 

ft24-5914 

ft25-4023 

(掬

道

設

商

設

71く

建

フに
不本

田

藤

甲

佐

上

4恵

6月19日出

6月20日(日)

え
ひ
め
地
域
女
性
大
学
は
、
何
と
な

く
そ
ん
な
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
自
分

自
身
を
問
い
直
す
場
。
今
年
は
、
八
幡

浜
市
を
会
場
に
開
講
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
E
い
磨
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

{
募
集
期
間
】

平
成
日
年
6
月
5
日
出
!
日
日
出

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
}

愛
媛
県
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

8
0
8
9
・
9
2
6
・
1
6
3
3

※
受
講
希
望
者
に
は
、
受
講
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
。

登
記
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

松
山
地
方
法
務
局
で
は
、
「
登
記
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
登

記
所
の
管
轄
や
不
動
産
登
記
手
続
、
商

業
登
記
手
続
に
関
す
る
情
報
や
質
問
に

対
し
て
、

M
時
間
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
答
え
す
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
の

電
話
番
号
】

8
0
8
9
・
9
1
5
・
1
6
9
7

松
山
地
方
法
務
局

ft25-0901 

業

ft26-0265 

庖

備

ft24-3783 

j享山水道工 事庖

ft24-5351 

工

道

設

電

7j( 

原

丸

田

(有)

(有)

西

6月26日出

6月27日(日)

ft24-2583 

干

6
月
1
日
j
叩
日
は
電
波
利
用
保
護

旬
間
で
す
。

「
最
近
ど
う
も
テ
レ
ビ
の
画
面
が
急
に

乱
れ
る
」
「
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
た
ら、

突
然
、
へ
ん
な
声
が
入
っ
て
き
た
」
な

ど
の
体
験
を
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
ら
は
、
不
法
電
波
に
よ
る
障

害
で
あ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

不
法
電
波
に
よ
る
障
害
は
、
わ
た
し
た

ち
の
生
活
を
守
る
消
防
や
警
察
、
防
災

の
た
め
の
無
線
か
ら
一
般
の
無
線
ま
で

広
く
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
受
信
障
害
が
あ

る
と
き
は
、
四
国
電
気
通
信
管
理
局

8
0
8
9
・
9
3
6
・
5
0
5
ー
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
生
き
た
郷
土

の
洋
画
家
「
中
川
八
郎
・
中
野
和
高

・

木
村
八
郎
」
展

6
月
l
日
ω
1
6
月
日
日
間

V
大
洲
赤
煉
瓦
館
企
画
展

6
月
日
日
ω
j
6
月
初
日
凶

※
展
示
時
間
叩
時
j
口
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
包
@
1
2
8
1

月末までの

大洲市内の交通事故

死

昨年同期

9 9 

125 

4月末現在

8 9 

112 

4 

数

者

負傷者

件
十
，a
t
l
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相
談
ご
と
案
内

'99 

保健センターだより
合 23-0310

・乳幼児健康診査・

6月1日伏) 平成11年 1月生※

6月15日伏) 平成9年11月生

6月22日ω 平成8年5月生
受付時間 13:00~ 13:30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳 ・アンケート

パスタオル(※のみ)

広報おおず

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

6
月
8
日

ω
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

日
時

6
月
幻
日
何

日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

{人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

6
月
日
白
川

w
m時
j
日
時

場
所
久
米
公
民
館

日
時

6
月
四
日
幽

叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

{心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時
j

u
時
、
日
時
j

M
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
階
)

{家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

{行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

休|日|急|患|診|療|
6月6日 大久保内医院(八多喜)

(日) 会26-1131

大洲中央病院(東大洲)

会 24 -4 5 5 1 

6月13日 浦岡病院(三の丸)

(日) n24-2024 

大洲中央病院(東大洲)

まま24 -4 5 5 1 

田渡ク リニック(新谷)

n25-3217 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

6月27日 末光眼科(若宮)

(日) n24-1500 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

日
時

6
月
口
日
同

9
時
j

u
時

場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
含

@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【社
会
保
険
相
談
}

日
時

6
月
7
日
側
、
幻
日
例

日
時
j

m
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
会
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

{不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

6
月
日
日

ω
9時
j

m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
田
喜
六
不
動
産

4・10カ月育児相談.
6月14日(月) 平成10年8月生

受付時間 9:30 ~ 10 :00 
実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオル

-健康相談 ・栄養相談.

6月28目白)
1 0:00~ 12:00 、 13 ・ 00~ 1 5 ・ 00

実施場所総合福祉センター 2階

持参品健康手帳(予約制) 6月20日

(日)
中
村
三
三

O
|
九
8
@
4
4
5
2

【青
少
年
相
談
電
話
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(ω戸
p
u
rH句

{
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
鈎
分
j
u
時

合

(ω日
心
的
む

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
担
説
】

日
時

6
月
日
日
幽

叩
時
i
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

【保
健
所
各
種
相
談
}

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応 [平日夜間の急患]

市立大洲病院(西大洲)

n24-2151 

加戸病院(若宮}

n24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

n24-4551 

12 

10・00-16:30

日

木~日曜日

関長
お血献

採血車が巡回し

ますので、ご協力

をお願いします。

6月18日後)
大洲市役所

6月30日休)
帝京第五高校 10:00-12:00
喜多医師会病院 13:30-16:30
大洲ホーム 13:30-15:00 
西回興産 15:30-16:30 
6月3日(柑

市立大洲病院

仙味エキス

月-火曜日

曜水

じ
ま
す
o

v
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
1
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

目
時
1
日
時

V
工
イ
ズ
検
査

・
相
談

日
時
毎
月
第
l
・
第
3
火
曜
日

日
時
j

M
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日
時

6
月
日
日
附

日
時
j
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
合
@
3
1
6
5

.成人病・がん検診のお知5せ・
①成人病検診 ・結核検診・肺がん

検診・胃がん検診・大腸がん検診

②婦人がん検診

〈①の検診〉

6月28日(月)

〈①友ぴ②の検診〉

6月3日(朴 4日(針 7日開)・8日ω
総合福祉センター

6月17日(木)・18日幽大洲市民会館

受付時間は、健康チェックカレ

ンダーをご覧ください。

各種検診を申し込まれている人

には 「問診票JI検査容器Jを事
前にお配りしますので、必要事項

を記入の上、ご持参ください。

平成11年度の検診は各地区年 l

固になりました。忘れないように

受けてください。

三善連絡所

10・00-12:00
13:30-16:30 

博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

郷
土
の
歴
史
と
自
然
を

学
び
ま
せ
ん
か
?

博
物
館
で
は
、
平
成
日
年
度
ふ
る
さ

と
見
開
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
現
地
研
修
や
体

験
学
習
を
通
し
て
、
歴
史
や
自
然
を
振

り
返
り
、
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

【本
年
度
の
予
定
】

o
玉
川
公
園
散
策

O
霊
一
場
四
国
山
巡
り
(
梅
ノ
堂
)

O
柳
谷
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン

O
河
後
森
城
の
歴
史

O
パ
l
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

O
し
め
縄
さ
つ
く
り

【
募
集
期
限
}
6
月
日
日

ω

【会
費
}
実
費

{申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
先
}

大
洲
市
立
博
物
館

包
@
4
1
0
7
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